試合規約
【判定基準】

審判員及び審議員は同等の権限をもって競技の審査に当るが、競技に関する最終決定は審判長の裁可による。組手試合の規定時間は階級ごとに定める。ただし、必要と認めた場合は、審判長の裁量により、改めて時間を設定する事もありうる。大会進行は極力スケジュールに沿わせるが止むを得ない事態が起きた場合は、審判長・審議委員長が協議の上、審判長が変更を指示する事が出来る。

【勝者】

試合の勝者は、一本勝ち・判定勝ち・相手の反則ないし失格による勝ちにより決定される。

【一本勝ち】

　①反則箇所を除いて、突き・蹴り・肘打ち等を瞬間的に決め、相手を３秒以上ダウンさせるか、またはダウンさせないまでも一時的に戦意を喪失させた時、３秒以内に立ち上がった場合は「技有り」。「技有り」２回で、一本とみなす。

　②足掛けを含めて、ダウンさせた相手を下段で突きとめたときは「技有り」。

【判定】

1 一本勝ちの決まらないときは、主審及び副審による判定を行い、３名以上の支持で「優勢勝ち」とする。

2 「優勢勝ち」の決まらないときは、1分間の延長戦を行う。

3 延長戦も決まらないときは、体重の軽い選手を勝者とする。

4 体重判定も決まらないときは、再試合を行う。

5 選手は審議委員長を通じて異議を申し立てる事が出来る。

【反則】

①手技による顔面、首への攻撃。手先が軽く触れても失格となる場合がありうる。ただし、顔面を牽制することは自由である。
②金的への攻撃。
③頭突きおよび相手に頭、肩、肘を付けてからの攻撃。
④掴み、掛け、および抱え込みからの攻撃。
⑤背後からの攻撃。
⑥倒れた相手への攻撃。
⑦何度も場外へ逃げたとき。ただし、これも主審の判断に委ねる。
⑧正面からの膝関節への蹴り。
⑨主審判断により、特に悪質な試合態度と見なされたとき。
⑩中学生以下の正面からの上段への蹴り。
⑪以上のほか、審判員が特に反則と見なしたとき。
⑫反則は注意が与えられ、注意２回で減点１、減点２回で失格となる。

【失格】

1 試合中、審判員の指示に従わないとき。

2 試合時刻に遅れたり、出場しないとき。

3 見合ったままの状態で１分以上経過したとき。この場合は、戦意なしとして双方失格となる。

4 粗暴な振舞い、悪質な試合態度と見なされたとき。

5 減点を２回重ねたとき。

